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薫風の季節が過ぎ，梅雨の候が近づいてきましたが，6月は⼦日本言語聴覚学会⼧
の季節です．今年は中野徹先生を会長として，6月 22 日ŋ23 日に北陸の富山市で開
催されることになっており，言語聴覚障害に関連する研究の成果が多数発表される
ことと思います．
今号には，原著論文 4編，症例報告 2編，短報 1編，調査報告 1編，現場最前線
1編が掲載されています．これらの論文の多くは昨年までに言語聴覚学会で演題発
表された研究であり，学会発表にとどまらず，研究成果を広く共有し，それを臨床
に還元するために論文発表に挑まれた著者に敬意を表します．掲載論文の研究領域
は発声発語，嚥下，流暢性，失語症，発達，支援システムと多岐にわたり，いずれ
も社会的価値が高い貴重な知見を得ています．
本誌は 2004 年の発刊以来，14 年間にわたり言語聴覚障害学分野の研究論文を掲
載してきました．これらの論文は，今日の言語聴覚臨床の基盤となり，また新たな
研究を触発してきたことと思います．IT 技術の発展により，世界のグローバル化
は様々な分野で進展していますが，言語聴覚障害学分野においても言語聴覚療法ガ
イドラインや Aphasia Bank のようなデータŋベースの構築が各国の言語聴覚士が
協力して世界規模で行われています．日本言語聴覚士協会は，わが国で唯一の言語
聴覚士の職能団体であり，⼦日本言語聴覚学会⼧を主宰していますので，このような
国際的活動に積極的にコミットし，また会員がこれらの活動に参加するうえでの組
織的支援を行うことが望まれますが，このような活動を行うためのシステム作りは
本分野の喫緊の課題と考えられます．その際に本誌に掲載された多数の論文は重要
かつ有用な知見とデータを提供するものと思います．

(藤田郁代)
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